
（1）

区間距離 断面積 平均断面積 体　積 区間距離 床均し幅 平 均 幅 面　積
ｍ ｍ2 ｍ2 ｍ3 ｍ ｍ ｍ ｍ2

No.10 No.10

+2.41 (IP.11) 3.50 +2.41 (IP.11) 2.00

No.11 17.66 3.50 3.50 61.81 No.11 17.66 2.00 2.00 35.32

No.11 No.11

+6.56 (IP.14) 16.56 3.50 3.50 57.96 +6.56 (IP.14) 16.56 2.00 2.00 33.12

34.22 119.77 34.22 68.44

備　考

合     計 合     計

土 工 計 算 書

掘削工（床掘） 床均し

測　　点 備　考 測　　点



（2）

区間距離 断面積 平均断面積 体　積 区間距離 断面積 平均断面積 体　積
ｍ ｍ2 ｍ2 ｍ3 ｍ ｍ2 ｍ2 ｍ3

No.10

+2.41 (IP.11) 1.29

No.11 17.66 1.29 1.29 22.78

No.11

+6.56 (IP.14) 16.56 1.29 1.29 21.36

34.22 44.14

備　考

合     計 合     計

土 工 計 算 書

埋戻工

測　　点 備　考 測　　点



単位 数　量

VS側溝・標準用 W1500×H800 L=2000 個 2 参考重量 2145 kg/個

〃 W1500×H900 L=2000 個 11 参考重量 2283 kg/個

VS側溝・暗渠型 W1500×H800 L=1500 短品 個 1

〃 W1500×H900 L=1343 （1425/1261） 斜切 個 1

〃 W1500×H900 L=1412 （1494/1330） 斜切 個 1

〃 W1500×H900 L=1412 （1473/1351） 斜切 個 1

〃 W1500×H900 L=1292 （1353/1231） 斜切 個 1

VS側溝蓋・車道用 W1500用 L=1000 枚 8 参考重量 734 kg/枚

グレーチング蓋

・車道用 W1500用 L=1000 枚 5

名　　称 種　　別 規 格 ・ 寸 法 備　　　　　　考

自 由 勾 配 側 溝 数 量 計 算 書



工　　種 種　　別 単位 数　量

底部工

インバート 無筋構造物 敷モルタル部

 コンクリート 18N/mm2 1.500 ×( 5.88 ＋ 0.49 ) ＝ 9.56 ｍ3 9.6

基礎工
マンホール減長(測定値)

基礎延長 34.229 － 1.270 ＝ 32.959

敷モルタル 配合1:3 32.959 × 0.150 × 2 × 0.015 ＝ 0.15 ｍ
3 0.2

無筋構造物

基礎コンクリート 18N/mm
2 32.959 × 1.900 × 0.100 ＝ 6.26 ｍ

3 6.3

無筋構造物

同上型枠 一般型枠 32.959 × 0.100 × 2 ＝ 6.59 ｍ
2 6.6

RC-40

基礎砕石 t=200mm 32.959 × 2.000 ＝ 65.92 ｍ
2 65.9

底 部 工 数 量 計 算 書

算　　　　　定　　　　　式



区間距離 厚さ 平均厚さ 面　積 区間距離 断面積 平均断面積 体　積
ｍ ｍ ｍ ｍ2 ｍ ｍ2 ｍ2 ｍ3

IP.11 0.105 IP.11 0.015

IP.11 +5.50 5.50 0.100 0.103 0.57 IP.11 +5.50 5.50 0.015 0.015 0.08

〃 0.200 IP.12 9.34 0.015 0.015 0.14

IP.12 9.34 0.192 0.196 1.83 No.11 2.82 0.015 0.015 0.04

No.11 2.82 0.204 0.198 0.56 IP.13 10.00 0.015 0.015 0.15

IP.13 10.00 0.189 0.197 1.97 IP.14 5.29 0.015 0.015 0.08

IP.14 5.29 0.168 0.179 0.95

32.95 5.88 32.95 0.49

備　考

合     計 合     計

インバートコンクリート インバートコンクリート（敷モルタル部）

測　　点 備　考 測　　点



区間距離 復旧幅 平 均 幅 面　積 区間距離 復旧幅 平 均 幅 面　積
ｍ ｍ ｍ ｍ2 ｍ ｍ ｍ ｍ2

No.10 0.87

+2.41 (IP.11) 0.86

0.87

No.11 17.66 0.86 1.73 30.55

No.11 0.87

+6.56 (IP.14) 16.56 0.86 1.73 28.65

34.22 59.20

備　考

合     計 合     計

舗 装 工 計 算 書

仮舗装及び路盤復旧工

測　　点 備　考 測　　点



工　　種 種　　別 単位 数　量 計上数量

舗装切断工 切断深15cm以下 34.22 × 1 ＝ 34.22 ｍ 34.22 34.00

既設アスファルト

舗装版破砕工 t=50mm 59.20 ＝ 59.20 ｍ2 59.20 59.0

舗装殻運搬・処分 アスファルト殻 59.20 × 0.05 ＝ 2.96 ｍ3 2.96 3.0

再生粒度調整砕石

路盤仮復旧工 t=120mm 59.20 ＝ 59.20 ｍ2 59.20 59.0

再生粗粒度アスコン

仮舗装復旧工 t=30mm 59.20 ＝ 59.20 ｍ2 59.20 59.0

再生粗粒度アスコン

仮舗装破砕工 t=30mm 59.20 ＝ 59.20 ｍ2 59.20 59.0

仮舗装殻運搬・処分 アスファルト殻 59.20 × 0.03 ＝ 1.78 ｍ3 1.78 2.0

不陸整正工 補足材：無 64.97 ＝ 64.97 ｍ2 64.97 65.0

再生密粒度アスコン

本舗装復旧工 t=50mm 64.97 ＝ 64.97 ｍ2 64.97 65.0

※本舗装工展開図より

※本舗装工展開図より

舗装工計算書より

舗装工計算書より

舗 装 工 計 算 書 ②

算　　　　　定　　　　　式

本舗装構成：As-5-10　仮舗装構成：As-3-12

舗装工計算書より

舗装工計算書より



区間距離 断面積 平均断面積 体　積 区間距離 断面積 平均断面積 体　積
ｍ ｍ2 ｍ2 ｍ3 ｍ ｍ2 ｍ2 ｍ3

No.10

+2.41 (IP.11) 0.28

No.11 17.66 0.28 0.28 4.94

No.11

+6.56 (IP.14) 16.56 0.28 0.28 4.64

34.22 9.58

水 路 取 壊 工 計 算 書

備　考

合     計 合     計

コンクリート取壊工（無筋）

測　　点 備　考 測　　点



数 量 単位
日 当 り
施 工 量

台数 実日数
不稼動
係数

供用日 備   考

舗装版破砕 破砕舗装厚　t=50mm 59.2 m2 730 1 0.1 1.7 0.2
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-117

管路掘削 バックホウ0.28m3（山積） 119.8 m3 59 1 2.0 1.7 3.4 下水　A-1-4

基面整正 68.4 m2 50 1 1.4 1.7 2.4
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-17

小計 3.5 6.0

既設構造物取壊工 無筋構造物　（機械施工） 9.6 m3 19 1 0.5 1.7 0.9
土木工事積算基準

Ⅵ-1-④-2

小計 0.5 0.9

砕石基礎工 再生クラッシャランRC-40 65.9 m2 155 1 0.4 1.7 0.7
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-21

型枠工 無筋構造物 6.6 m2 38 1 0.2 1.7 0.3
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-56

基礎コンクリート工 無筋構造物、機械 6.3 m3 8 1 0.8 1.7 1.4
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-56

自由勾配側溝敷設工 規格は数量計算書　参照 36.4 ｍ 7 1 5.2 1.7 8.8
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-30

インバート
コンクリート工

無筋構造物、機械 9.6 m3 8 1 1.2 1.7 2.0
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-56

砕石基礎工 再生クラッシャランRC-40 65.9 m2 155 1 0.4 1.7 0.7
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-21

型枠工 鉄筋構造物 15.4 m2 38 1 0.4 1.7 0.7
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-56

コンクリート工 鉄筋構造物 3.6 m3 8 1 0.4 1.7 0.7
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-56

鉄筋工 一般構造物 0.1 ｔ 3.5 1 0.0 1.7 0.0
土木工事積算基準

Ⅰ-12-②-1

小計 9.0 15.3

埋戻工 再生砕石RC-40　締固め：有 44.1 m3 85 1 0.5 1.7 0.9 下水　A-1-8

路盤工（仮復旧）
仕上り厚 t=120mm
再生粒度調整砕石　RM-30

59.2 m2 940 1 0.1 1.7 0.2
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-104

仮舗装工 舗装厚 t=30mm 59.2 m2 250 1 0.2 1.7 0.3
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-105

不陸整正 補足材：無 65.0 m2 1510 1 0.0 1.7 0.0
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-104

路盤工（本復旧）
仕上り厚 t=100mm
再生粒度調整砕石　RM-30

65.0 m2 940 1 0.1 1.7 0.2
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-104

本舗装工 舗装厚 t=50mm 65.0 m2 250 1 0.3 1.7 0.5
土木工事積算基準

Ⅰ-12-①-105

小計 1.2 2.1

合計 14.2 24.3

工　程　日　数　算　出　根　拠　〔管渠工〕
工         種



名 称 種 別 単位 数 量

既設下水道管撤去

＝ 44.0 ｍ 44.0

既設下水道管運搬

＝ 0.29 ｔ 0.3

処分料 廃プラスチック

＝ 0.23 ｍ3 0.2

　　 （6.572　×　44.0）　/　1000

算　　　　　　　　式

既設下水道管撤去　数量計算書

　　π/4　×　（0.216＾2　-　0.200＾2）　×　44.0

VUΦ200ｍｍ
（外径216ｍｍ）

VUΦ200ｍｍ
約6.572ｋｇ/ｍ

　　既設管及人孔撤去図　参照　（図番11/11）



名 称 種 別 単位 数 量

斜壁ブロック撤去

＝ 0.51 ｍ3 1.0

躯体ブロック撤去 H1200

＝ 0.84 ｍ3 1.0

底版ブロック撤去 H130

＝ 0.36 ｍ3 0.4

殻運搬 CON殻

＝ 1.71 ｍ3 2.0

処分料

＝ 1.71 ｍ3 2.0

スクラップ

＝ 0.26 ｔ 0.3

　　 0.51　+　0.84　＋　0.36

既設人孔撤去　数量計算書

算　　　　　　　　式

　　（π/4　×　（1.050＾2　-　0.900＾2）　×　1.200）　×　3

　　（π/4　×　1.100＾2　×　0.13） ×　3

　　（（419.0　/　2.45）/1000）　×　3
H600
参考重量419ｋｇ

CON殻
再生骨材No.52 　　 0.51　+　0.84　＋　0.36

1号人孔用
鋳鉄製蓋
ｔ=110ｍｍ

　　鉄蓋及び受枠合わせて85.3ｋｇ/組　：　撤去数　3　　　85.3　×　3　=　255.9ｋｇ　/　1000



名 称 種 別 単位 数 量

既設上水道管撤去

＝ 42.0 ｍ 42.0

既設上水道管運搬

＝ 0.14 ｔ 0.1

処分料 廃プラスチック

＝ 0.09 ｍ3 0.1

既設上水道管撤去　数量計算書

算　　　　　　　　式

VPΦ100ｍｍ
（外径114ｍｍ） 　　既設管及人孔撤去図　参照　（図番11/11）

VPΦ100ｍｍ
約3.409ｋｇ/ｍ 　　 3.409　×　42.0

　　π/4　×　（0.114＾2　-　0.100＾2）　×　42.0



数量集計表

単位数量 数量 単位数量 数量 単位数量 数量 単位数量 数量 単位数量 数量 単位数量 数量 単位数量 数量 単位数量 数量

1 6.76 15.42 3.56 126 1.00 1.90 0.45

合　計 6.76 15.42 3.56 126 1.00 1.90 0.45

鉄筋(SD345) グレーチング(T-25,1800用)

番号 種別 延長・箇所

緩衝材ゴム基礎砕石(RC-40) 型枠(鉄筋) コンクリート(24N) 等辺山形鋼

特殊マンホール



特殊マンホール

名　　称 形状寸法 単位 数量

基礎砕石 RC-40 2.600 × 2.600 m
2

6.76

ｔ＝15ｃｍ

型枠 鉄筋構造物

外面 4 × 2.400 × 1.351

－ ( 1.500 ＋ 1.504 ) × 0.851

＝ 10.413

内面 4 × 1.800 × 1.051

(通水部)

－ ( 1.500 ＋ 1.504 ) × 0.851

＝ 5.011

合計 10.413 ＋ 5.011 ＝ 15.424 m2 15.42

コンクリ－ト σck=24N/mm2 2.400 × 2.400 × 1.351

－ 1.800 × 1.800 × 1.051

－ 0.062 × 1.800 × 0.168

－ 0.087 × 1.800 × 0.200

－ ( 1.500 ＋ 1.504 ) × 0.300 × 0.851 m3 3.56

計　　　　　　　算　　　　　　　式 構　造　図

     

          

    

     

  
  

  
 

  
             

    

      

       

  
 

  
 

  
 

  
 

  
  

             
            

    
     

  
 

    

        
      

      
      

    

    

      

     

        

    

      

          

    

  

      
       

             
            

 

    

           

  
  

  
  

  
 

  
 

  
  

    

     
     

   
                  
       

    

   

  
  
  
  
  
 

  
   



特殊マンホール

名　　称 形状寸法 単位 数量

鉄筋 SD345

D13 配筋図より kg 27

D16 〃 kg 99

合計 kg 126

グレ－チング T-25　受枠共 枚 1.00

みぞ幅1800用

等辺山形鋼 L-200×200×25 m 1.90

緩衝材ゴム t=7mm 0.250 * 1.800 ｍ2 0.45

計　　　　　　　算　　　　　　　式 構　造　図

     

          

    

     

  
  

  
 

  
             

    

      

             
            

  
 

  
 

  
 

  
 

  
  

    
     

  
 

                  

     
     

  
 

    

    

    

      

       



布設延長 掘　削 砂基礎 埋戻し 残　土
区間延長 管布設 舗装切断 掘削幅 掘削面積 L' A B C D

延　長 B-控除量

L L' 0.1 0.2 0.1 0.2 0.1 0.2 ×L A
1054
1053 45.40 43.90 85.30 20.10 59.70 2.03 90.80 0.95 42.90 43.9 85.3 20.1 59.7 85.3

合　計 45.40 85.30 20.10 59.70 90.80 42.90 43.9 85.3 20.1 59.7 85.3

土 工 集 計 表

路線
番号

平均
掘削深 控除計測　　　点

舗装取り壊し 埋戻し控除量

掘削(A) 砂基礎(B) 埋戻し(C)



根入= 0.2 m

減 土

留

延 75×75 100×100

H=D+H' 長 長 2.0m 2.5m 3.0m 3.5m 4.0m ×3.2 ×3.2

L1= 下流 H'= (1.8) (2.3) (2.8) (3.3) (3.8) (2.0) (3.0) (3.5) (4.0)

L 0.75 0.90 1.80 0.30 Ｌ-Σ L1/4 200 200 200 150 150 上流 D 0.306 L' 機械 1段 2段 2段 3段

線 № m 基 基 基 基 基 基 基 基 m m 本 個 個 個 本 本 本 m m m m m m m m m m m m m m

1054-2 1.68 0.28BH

1052-5 1052-5-1 17.0 17.00 1 1.71 1.70 2.01 17.0 17.0 17.0

1052-5-1 1.71 0.28BH

1052-5 1052-5-2 14.1 1.0 0.300 13.80 1.73 1.72 2.03 14.1 14.1 14.1

1052-5-2 1.73 0.28BH

1052-3 1052-3-1 4.9 4.90 1 1.78 1.76 2.07 4.9 4.9 4.9

1052-3-1 1.78 0.28BH

1052-3 1052-3-2 5.4 1.0 0.900 4.50 1 1.84 1.81 2.12 5.4 5.4 5.4

1052-5-2 1.68 0.28BH

1052-4 1052-4-1 4.0 1.0 0.300 3.70 1.64 1.66 1.97 4.0 4.0 4.0

4.0 41.4

45.4 43.9 1 2 45.4 45.4 8.0 165.6

ケ
ー

シ
ン
グ

PRPφ200mm  管布設工 (軽量鋼矢板）  -  管布設  -

土   留   工管　   種中  間  人  孔  数

塩
ビ
製
M
H

土
被
り

平
均
土
被
り

平
均
掘
削
深

路

線

名

人

孔

番

号

中

心

間

延

長

0
号
M
H

人
孔
部
に
よ
る
減
長

管
布
設
延
長

片
受
直
管

可
と
う
性
継
手

M
R
受
口
継
手

1
号
M
H

V
U
変
換
継
手

1
5
度
曲
管

3
0
度
曲
管

4
5
度
曲
管

内
副
管

外
副
管

箇所

小計

副管

軽量鋼矢板 Ｌ2 支保工　L2

令和７年度  （補助・昼間）

L2=L-L'



管上 0.2 m

管下 0.1 m

F= 市道 市道 市道 未舗装

C*L2 As(1層) As(1層) 舗装なし

起点 人力 0.10 0.20 0.28 0.35 C= 0.2～ 0.3～ 0.35～ 0.4～ E=

終点 L2 B H T 2t 2t 2t 4t 4t 0.033 0.15 0.20 0.10 人力 0.10 0.20 0.35 人力 0.10 0.20 0.35 0.2 0.3 0.35 0.4 掘削 L2*B

線 ｍ 　ｍ ｍ ｍ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ ｍ３ m m m m m ダンプ ㎡

1054-2 0.28BH

1052-5 1052-5-1 17.0 0.95 2.01 0.05 31.6 0.56 2.4 7.6 21.9 34.0 4tDT 16.1

1052-5-1 0.28BH

1052-5 1052-5-2 14.1 0.95 2.03 0.05 26.5 0.46 2.0 6.3 18.4 28.2 4tDT 13.3

1052-5-2 0.28BH

1052-3 1052-3-1 4.9 0.95 2.07 0.05 9.4 0.16 0.6 2.1 6.7 9.8 4tDT 4.6

1052-3-1 0.28BH

1052-3 1052-3-2 5.4 0.95 2.12 0.05 10.6 0.17 0.7 2.4 7.6 10.8 4tDT 5.1

1052-5-2 0.28BH

1052-4 1052-4-1 4.0 0.95 1.97 0.05 7.2 0.13 0.5 1.7 5.1 8.0 4tDT 3.8

45.4 2.03 85.3 20.1 59.7 90.8

管
体
積

舗装復旧残土

PRPφ200mm  管布設工 (軽量鋼矢板）  

舗
装
機
械
種
別

管基礎工  埋　戻　工

H=L2*B*H-（F+A+G)
バックホウ(BH)

ダンプトラック(DT)

舗装厚+上層路盤厚(m) バックホウ(BH) バックホウ(BH)

仮
復
旧
面
積

 機械掘削工(V)

G=L2*B*（管上+管外径+管下)-F

再生砕石RC-４０

舗装版切断工

L2

舗装版厚(m)

小計

現
況
舗
装
版
厚

-  土工  -

路
線
名

人
孔
番
号

中
心
間
延
長

掘
削
幅

平
均
掘
削
深

A=E*(舗装厚+上層路盤厚) 砂基礎

L2*B*(H-T)

42.90

令和７年度  （補助・昼間）



種　　目 規　　　格 単位 備　考

１号組立マンホール設置工 箇所

平均人孔深 m 2.045÷1

人孔材料

底版 個

躯体ブロック H=600 個

H=900 個

H=1200 個

H=1500 個

H=1800 個

直壁ブロック H=300 個

H=600 個

H=900 個

H=1200 個

H=1500 個

H=1800 個

斜壁ブロック H=300 個

H=450 個

H=600 個

調整リング H=50 個

H=100 個

H=150 個

調整金具 2.5cm 個

4.5cm 個

鉄蓋、受枠 T-14 組

T-25 組

副管工 外副管150 箇所

外副管100 箇所

内副管150 箇所

内副管100 箇所

既設人孔接続 φ200 箇所

φ150 箇所

削孔 PRPφ200 箇所

VUφ200 箇所

PEφ75 箇所

2.045

1

　１号組立マンホール集計表　 （補助・昼間）

令和７年度    
数　量

1

1

1

1

1

1

2



（補助・昼間）

路 人 人 ブ 鉄

線 孔 孔 ロ

番 番 深 ッ

号 号 ク 蓋

高

H+  11 PRP VU PE

Ｈ 0.17 T-14 T-25 60 90 120 150 180 30 60 90 120 150 180 30 45 60 5 10 15 2.5 4.5 150 100 150 100 200 150 200 200 75

線 № ｍ ｍ 組 組 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所

1052-3 1052-3-2 2.045 2.215 1 1 1 1 1 1 2

小計 2.045 1 1 1 1 1 1 2

合計 2.045 1 1 1 1 1 1 2

令和７年度  

管種,管径

既
設
人
孔
接
続

斜    壁
調  整
リング

直         壁

1号組立マンホール数量表

副管工

底
版

躯体ブロック

高さ(cm)

流入管削孔

N =  1 基

管径(mm)

外
副
管

内
副
管

調整
材料

高さ(cm) 高さ(cm) 高さ(cm) 高さ(cm)



150 360 300 300 300 300 300 300 300 300 300 VU200 150 200 150

ｍ 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 ｍ 個 個 個 個 個

1052-5 1052-5-2 1.936 1 1 1 1 1.486

1052-4 1052-4-1 1.838 1 1 1 1 1.388

3.774 2 2 2 1 1 2.9

令和７年度  

中間用 合流用 その他 9
0

度

支

管

塩ビ製小口径マンホール数量表(立上300-流入200-流出200)

起
点
形

ド
ロ

ッ
プ

人

孔

番

号

台

座

（補助・昼間）

躯体 直管,継手等

プ

レ

ー

ン

エ

ン

ド

直

管

カ

ラ

ー

7
5

度

6
0

度

小 計

キ

ャ

ッ

プ

9
0

度

ド

ロ

ッ

プ

9
0

度

9
0

度

片

側

9
0

度

合

流

起

点

用

ス

ト

レ

ー

ト

1
5

度

3
0

度

4
5

度

防

護

ハ

ッ

ト

止

水

内

蓋

人

孔

深

路

線

名

異

径

継

手

 人 孔 蓋



軽量鋼矢板Ⅱ型　L= （支保段数 2段）

掘削幅 ｍ

延　長 ｍ

掘削土量 ｍ
3

砂基礎工（管路埋戻工の歩掛適用） ｍ
3

埋戻土量 ｍ
3

布設管 PRP ｍｍ

バックホウ規格 ｍ
3

雨天休日率

転用ｍ数 ｍ

トラッククレーン規格 ４．８～４．９ｔ　吊

バックホウ（0.28m3）の1日当り掘削土量 Ｄ＝ ｍ
3
/日

バックホウ（0.28m3）の1日当り埋戻土量 Ｄ＝ ｍ
3
/日

1日当り埋戻土量（タンパ転圧） Ｄ＝ ｍ3/日

41.40

78.10

軽量鋼矢板土留工　（8m転用）
2.5 ｍ

0.95

54.60

18.40

φ 200

8.00

1.70

0.28

59.00

85.00

33.00



工　　　種 計　　　算　　　式

軽量鋼矢板 人 ＝ ｍ/日

（建 込） ｍ/日 ＝ 日

支保工設置工 人 ＝ ｍ/日

（腹 起） ｍ/日 ＝ 日

支保工設置工 人 ＝ ｍ/日

（切 梁） ｍ/日 ＝ 日

掘 削 ＝ ｍ3

ｍ3/日 ＝ 日

土留工＋掘削 ＝ 日

砂基礎工 ＝ ｍ3

（機械投入） ｍ3/日 ＝ 日

（転圧作業）

＝ ｍ3

ｍ3/日 ＝ 日

管 布 設 工 ＝ ｍ/日

ｍ/日 ＝ 日

＝ 日

埋 戻 工 ＝ ｍ3

（機械投入） ｍ3/日 ＝ 日

（転圧作業）

＝ ｍ3

ｍ3/日 ＝ 日

軽量鋼矢板 人 ＝ ｍ/日

（撤 去） ｍ/日 ＝ 日

支保工撤去工 人 ＝ ｍ/日

（腹 起） ｍ/日 ＝ 日

支保工撤去工 人 ＝ ｍ/日

（切 梁） ｍ/日 ＝ 日

土 留 工 ＝ 日

ａ 行程 ： 土留工＋掘削 とする。

ｂ 行程 ： 転圧機械（タンパ）を使用する。

ｃ 行程 ： 転圧機械（タンパ）を使用する。

機械投入と転圧作業の大きいほうを選択する。

ｄ 行程 ： b行程が終了して開始とする。

（×1.7）

100.00 ｍ ÷ 2.4 42

日　　数　　計　　算

種　別 実日数 供用日数

100.00 ｍ ÷ 0.8 125

8.00 ｍ ÷ 42 0.19

0.06 0.54 0.90 日8.00 ｍ ÷ 125

78.10 ｍ3
÷ 41.40 ｍ

250

8.00 ｍ ÷ 250.00 0.03

ａ 行 程 100.00 ｍ ÷ 0.4

× 8.00 ｍ 15.09

15.09 ｍ3
÷ 59.00 0.26

0.19 日 ＋ 0.06 日 ＋ 0.03 日 ＋ 0.26 日 0.54

18.40 ｍ3
÷ 41.40 ｍ × 8.00 ｍ 3.56

3.56 ｍ3 ÷ 85.00 0.04

ｂ 行 程 18.40 ｍ3
÷ 41.40 0.50 日

3.56 ｍ3
÷ ( 33.0 × 1 台 ) 0.11

ｍ × 8.00 ｍ 3.56 0.29

44

8.00 ｍ ÷ 44 0.18

砂基礎＋管布設 0.11 日 ＋ 0.18 日 0.29

54.60 ｍ3
÷ 41.40 ｍ

0.16 0.30 日

ｃ 行 程

× 8.00 ｍ 10.55

10.55 ｍ3
÷ 85.00 0.12

54.60 ｍ3
÷ 41.40 ｍ × 8.00 ｍ 10.55

台 ) 0.16

100.00 ｍ ÷ 0.9 112

10.55 ｍ3
÷ ( 33.00 × 2

8.00 ｍ ÷ 112.00 0.07

ｄ 行 程 100.00 ｍ ÷ 0.6 167

100.00 ｍ ÷ 0.4 250

0.15 0.30 日

8.00 ｍ ÷ 167 0.05

0.15

※

8.00 ｍ ÷ 250 0.03

0.07 日 ＋ 0.05 日 ＋ 0.03 日



工　　程　　表

ａ 行程

（土留工＋掘削） (

ｂ 行程

（砂基礎＋管布設） (

ｃ 行程

（埋戻（機械投入）） (

ｄ 行程

（土留撤去工） (

土留め賃料日数（供用日数） /2 ＝ 日

土留め転用回数 ｍ ｍ ＝ 回

土留め供用日数 回 日 ＝ 日 ≒ 日

水替え実日数 { ( (

交通誘導警備員実日数 日 ＝ 日 ≒ 日

仮設材運搬重量 ( kg t

0.0 0.9

0.9 日）

0.7 1.2

0.5 日）

1.2 1.5

0.3 日）

1.2 1.5

日）0.3

0.9 + 0.5 + 0.3 1.5

水替え日数（実日数）

41.40 ÷ 8.00 5.2

5.2 × 1.5 7.8 8

0.54 + 0.29 )/2 + ＝ 2.5 ≒ 3

7.8 ／ 1.7 4.6 5

0.15 - 0.16 )+1/2× 0.16 }×

× 41.4 ＝ 12,254

5.2

≒ 12.359.20 × 2.5 × 2 ）



軽量鋼矢板Ⅱ型　L= （支保段数 1段）

掘削幅 ｍ

延　長 ｍ

掘削土量 ｍ
3

砂基礎工（管路埋戻工の歩掛適用） ｍ
3

埋戻土量 ｍ
3

布設管 PRP ｍｍ

バックホウ規格 ｍ
3

雨天休日率

転用ｍ数 ｍ

トラッククレーン規格 ４．８～４．９ｔ　吊

バックホウ（0.28m3）の1日当り掘削土量 Ｄ＝ ｍ
3
/日

バックホウ（0.28m3）の1日当り埋戻土量 Ｄ＝ ｍ
3
/日

1日当り埋戻土量（タンパ転圧） Ｄ＝ ｍ3/日

4.00

7.20

軽量鋼矢板土留工　（4.0m転用）
2.0 ｍ

0.95

5.10

1.70

φ 200

4.00

1.70

0.28

59.00

85.00

33.00



工　　　種 計　　　算　　　式

軽量鋼矢板 人 ＝ ｍ/日

（建 込） ｍ/日 ＝ 日

支保工設置工 人 ＝ ｍ/日

（腹 起） ｍ/日 ＝ 日

支保工設置工 人 ＝ ｍ/日

（切 梁） ｍ/日 ＝ 日

掘 削 ＝ ｍ3

ｍ3/日 ＝ 日

土留工＋掘削 ＝ 日

砂基礎工 ＝ ｍ3

（機械投入） ｍ3/日 ＝ 日

（転圧作業）

＝ ｍ3

ｍ3/日 ＝ 日

管 布 設 工 ＝ ｍ/日

ｍ/日 ＝ 日

＝ 日

埋 戻 工 ＝ ｍ3

（機械投入） ｍ3/日 ＝ 日

（転圧作業）

＝ ｍ3

ｍ3/日 ＝ 日

軽量鋼矢板 人 ＝ ｍ/日

（撤 去） ｍ/日 ＝ 日

支保工撤去工 人 ＝ ｍ/日

（腹 起） ｍ/日 ＝ 日

支保工撤去工 人 ＝ ｍ/日

（切 梁） ｍ/日 ＝ 日

土 留 工 ＝ 日

ａ 行程 ： 土留工＋掘削 とする。

ｂ 行程 ： 転圧機械（タンパ）を使用する。

ｃ 行程 ： 転圧機械（タンパ）を使用する。

機械投入と転圧作業の大きいほうを選択する。

ｄ 行程 ： b行程が終了して開始とする。

（×1.7）

100.00 ｍ ÷ 2.4 42

日　　数　　計　　算

種　別 実日数 供用日数

100.00 ｍ ÷ 0.4 250

4.00 ｍ ÷ 42 0.1

0.02 0.25 0.40 日4.00 ｍ ÷ 250

7.20 ｍ3
÷ 4.00 ｍ

334

4.00 ｍ ÷ 334.00 0.01

ａ 行 程 100.00 ｍ ÷ 0.3

× 4.00 ｍ 7.20

7.20 ｍ3
÷ 59.00 0.12

0.10 日 ＋ 0.02 日 ＋ 0.01 日 ＋ 0.12 日 0.25

1.70 ｍ3
÷ 4.00 ｍ × 4.00 ｍ 1.70

1.70 ｍ3 ÷ 85.00 0.02

ｂ 行 程 1.70 ｍ3
÷ 4.00 0.20 日

1.70 ｍ3
÷ ( 33.0 × 2 台 ) 0.03

ｍ × 4.00 ｍ 1.70 0.12

44

4.00 ｍ ÷ 44 0.09

砂基礎＋管布設 0.03 日 ＋ 0.09 日 0.12

5.10 ｍ3
÷ 4.00 ｍ

0.08 0.10 日

ｃ 行 程

× 4.00 ｍ 5.10

5.10 ｍ3
÷ 85.00 0.06

5.10 ｍ3
÷ 4.00 ｍ × 4.00 ｍ 5.10

台 ) 0.08

100.00 ｍ ÷ 0.9 112

5.10 ｍ3
÷ ( 33.00 × 2

4.00 ｍ ÷ 112.00 0.04

ｄ 行 程 100.00 ｍ ÷ 0.3 334

100.00 ｍ ÷ 0.2 500

0.06 0.10 日

4.00 ｍ ÷ 334 0.01

0.06

※

4.00 ｍ ÷ 500 0.01

0.04 日 ＋ 0.01 日 ＋ 0.01 日



工　　程　　表

ａ 行程

（土留工＋掘削） (

ｂ 行程

（砂基礎＋管布設） (

ｃ 行程

（埋戻（機械投入）） (

ｄ 行程

（土留撤去工） (

土留め賃料日数（供用日数） /2 ＝ 日

土留め転用回数 ｍ ｍ ＝ 回

土留め供用日数 回 日 ＝ 日 ≒ 日

水替え実日数 { ( (

交通誘導警備員実日数 日 ＝ 日 ≒ 日

仮設材運搬重量 ( kg t

0.0 0.4

0.4 日）

0.3 0.5

0.2 日）

0.5 0.6

0.1 日）

0.5 0.6

日）0.1

0.4 + 0.2 + 0.1 0.6

水替え日数（実日数）

4.00 ÷ 4.00 1

1 × 0.6 0.6 1

0.25 + 0.12 )/2 + ＝ 0.2 ≒ 1

0.6 ／ 1.7 0.4 1

0.06 - 0.08 )+1/2× 0.08 }×

× 4.0 ＝ 1,184

1

≒ 1.259.20 × 2.5 × 2 ）



軽量鋼矢板Ⅱ型　L= （支保段数 1段）

掘削幅 ｍ

延　長 ｍ

掘削土量 ｍ
3

砂基礎工（管路埋戻工の歩掛適用） ｍ
3

埋戻土量 ｍ
3

布設管 VU ｍｍ

バックホウ規格 ｍ
3

雨天休日率

転用ｍ数 ｍ

トラッククレーン規格 ４．８～４．９ｔ　吊

バックホウ（0.28m3）の1日当り掘削土量 Ｄ＝ ｍ
3
/日

バックホウ（0.28m3）の1日当り埋戻土量 Ｄ＝ ｍ
3
/日

1日当り埋戻土量（タンパ転圧） Ｄ＝ ｍ3/日

軽量鋼矢板土留工　（4.1m転用）
2.0 ｍ

0.95

6.70

4.10

φ

5.10

1.18

150

1.70

0.28

4.10

59.00

85.00

33.00



工　　　種 計　　　算　　　式

軽量鋼矢板 人 ＝ ｍ/日

（建 込） ｍ/日 ＝ 日

支保工設置工 人 ＝ ｍ/日

（腹 起） ｍ/日 ＝ 日

支保工設置工 人 ＝ ｍ/日

（切 梁） ｍ/日 ＝ 日

掘 削 ＝ ｍ3

ｍ3/日 ＝ 日

土留工＋掘削 ＝ 日

砂基礎工 ＝ ｍ3

（機械投入） ｍ3/日 ＝ 日

（転圧作業）

＝ ｍ3

ｍ3/日 ＝ 日

管 布 設 工 ＝ ｍ/日

ｍ/日 ＝ 日

＝ 日

埋 戻 工 ＝ ｍ3

（機械投入） ｍ3/日 ＝ 日

（転圧作業）

＝ ｍ3

ｍ3/日 ＝ 日

軽量鋼矢板 人 ＝ ｍ/日

（撤 去） ｍ/日 ＝ 日

支保工撤去工 人 ＝ ｍ/日

（腹 起） ｍ/日 ＝ 日

支保工撤去工 人 ＝ ｍ/日

（切 梁） ｍ/日 ＝ 日

土 留 工 ＝ 日

ａ 行程 ： 土留工＋掘削 とする。

ｂ 行程 ： 転圧機械（タンパ）を使用する。

ｃ 行程 ： 転圧機械（タンパ）を使用する。

機械投入と転圧作業の大きいほうを選択する。

ｄ 行程 ： b行程が終了して開始とする。

日　　数　　計　　算

種　別 実日数 供用日数

（×1.7）

100.00 ｍ ÷ 2 50

4.10 ｍ ÷ 50 0.08

100.00 ｍ ÷ 0.4 250

日4.10 ｍ ÷ 250

ｍ ÷ 0.2

0.02 0.22 0.40

500

4.10 ｍ ÷ 500.00 0.01

ａ 行 程 100.00

6.70 ｍ3
÷ 4.10 ｍ × 4.10 ｍ 6.70

6.70 ｍ3
÷ 59.00 0.11

0.08 日 ＋ 0.02 日 ＋ 0.01 日 ＋ 0.11 日 0.22

1.18 ｍ3
÷ 4.10 ｍ × 4.10 ｍ 1.18

1.18 ｍ3 ÷ 85.00 0.01

ｂ 行 程 1.18 ｍ3
÷ 4.10 ｍ × 4.10 ｍ 1.18 0.13 0.20 日

1.18 ｍ3
÷ ( 33.0 × 1 台 ) 0.04

44

4.10 ｍ ÷ 44 0.09

砂基礎＋管布設 0.04 日 ＋ 0.09 日 0.13

5.10 ｍ3
÷ 4.10 ｍ

ｃ 行 程

× 4.10 ｍ 5.10

5.10 ｍ3
÷ 85.00 0.06 0.08 0.10 日

4.10 ｍ 5.10

( 33.00 × 2

5.10 ｍ3
÷ 4.10 ｍ ×

台 ) 0.08

100.00 ｍ ÷ 0.9 112

5.10 ｍ3
÷

4.10 ｍ ÷ 112.00 0.04

ｄ 行 程 100.00 ｍ ÷ 0.3 334 0.06 0.10 日

4.10 ｍ ÷ 334 0.01

100.00 ｍ ÷ 0.2 500

4.10 ｍ ÷ 500 0.01

0.04 日 ＋ 0.01 日 ＋ 0.01 日 0.06

※



工　　程　　表

ａ 行程

（土留工＋掘削） (

ｂ 行程

（砂基礎＋管布設） (

ｃ 行程

（埋戻（機械投入）） (

ｄ 行程

（土留撤去工） (

土留め賃料日数（供用日数） /2 ＝ 日

土留め転用回数 ｍ ｍ ＝ 回

土留め供用日数 回 日 ＝ 日 ≒ 日

水替え実日数 { ( (

交通誘導警備員実日数 日 ＝ 日 ≒ 日

仮設材運搬重量 ( kg t

0.0 0.4

0.4 日）

0.3 0.5

0.2 日）

0.5 0.6

0.1 日）

0.1

0.5 0.6

日）

0.4 + 0.2 + 0.1 0.6

水替え日数（実日数）

4.10 ÷ 4.10 1

1

0.22 + 0.13 )/2 + - 0.08 )+1/2× 0.08 }×

1 × 0.6 0.6

1 ＝ 0.2 ≒ 1

0.6 ／ 1.7 0.4 1

0.06

59.20 × 2.5 × 2 ） × 4.1 ＝ 1,214 ≒ 1.2



汚水桝及び取付管工集計表 (補助、昼間)

       作    業    工    種 No.1 合計

汚水桝 箇所 1 1

φ200

m3 6.7 6.7

m3

m3 5.1 5.1

m3 1.0 1.0

m3 1.18 1.18

舗装延長 ｍ

舗装取壊工 m2

残塊処分 m3

舗装延長 ｍ

舗装取壊工 m2

残塊処分 m3

舗装延長 ｍ

舗装取壊工 m2

残塊処分 m3

汚水桝 個

φ200

  取付管布設工 （塩ビ管） 箇所

　３ｍ未満

  取付管布設工 （塩ビ管） 箇所 1 1

　３ｍ以上５ｍ未満

  取付管布設工 （塩ビ管） 箇所

　５ｍ以上１２ｍ未満

  取付管布設工 （塩ビ管） 箇所

　１２ｍ以上

  支管取付工 (φ250-φ150) 箇所

　９０°支管含む

  支管取付工 (φ200-φ150) 箇所 1 1

　９０°支管含む

  ３０゜～６０゜曲管(φ150) 個 1 1

  ゴム輪受け口短管(φ150) 本 6 6

L=0.8m/本

市
道

未
舗
装

  残  土  処  分

  砂    基    礎

  機  械  掘  削

  機  械  埋  戻（購入土）

  機  械  埋  戻（良質土）

国
道
・
県
道
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宅

取 本管 機 機 機 残 砂 国道、県道 市道 Con舗装 汚 取 取 取 取  90ﾟ  30ﾟ ゴ片

付 掘削 械 械 械 土 基 土 舗 舗 残 土 舗 舗 残 土 舗 舗 残 水 付 付 付 付  45ﾟ ム受

キャップ止 管 幅 掘 埋 埋 処 礎 工 装 装 塊 工 装 装 塊 工 装 装 塊 桝 管 管 管 管 支  60ﾟ 輪直

下 上 人 延 削 戻 戻 分 工 延 延 取 処 延 延 取 処 延 延 取 処 布 布 布 布 曲 受管

流 流 孔 H= 長 汚水 長 長 壊 分 長 長 壊 分 長 長 壊 分 φ 設 設 設 設 管 管 口　 

名 上段当初 取 掘削深入力 購入土 良質土 工 　 工 　 工 　 200 3ｍ未満 3～5ｍ 5～12ｍ 12ｍ以上 0.8m/本
下段変更 り ｍ ｍ ｍ ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ ｍ ｍ2 ｍ3 ｍ ｍ ｍ2 ｍ3 ｍ ｍ ｍ2 ｍ3 ヶ 箇所 箇所 箇所 箇所 ヶ ヶ 本

1052-5　土留

北村 1052-5-1 1052-5-2 2.00 4.10 0.95 6.7 5.1 1.0 1.18 3.63 1 1 1 1 6

当初計 1 2.00 4.10 0.95 6.7 5.1 1.0 1.18 3.63 1 1 1 1 6

1箇所当り 当初 1 4.10 0.95

土　　工 管    材    料人

孔

番

号

(補助、昼間)


